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第第２２９９回Ｂ＆Ｇ水泳大会参加者を募集しま回Ｂ＆Ｇ水泳大会参加者を募集しますす

　市教育委員会では、一色Ｂ＆Ｇ海洋センターで水

泳大会を開催します。日頃の練習の成果を試すため

に参加してみませんか。

対象　市内在住、在勤または在学の方

期日　１０月２８日掌

開始時間　

▲

小学生以下・一般の部…午前９時３０分▲

中学生・高校生の部…午後０時１０分　

種目　下表のとおり

参加料　１種目 ２ ０ ０ 円（傷害保険料を含む）

申込方法　９月１９日昌～１０月７日掌に、参加料を添

えて直接一色Ｂ＆Ｇ海洋センターへ。ただし、月

曜日を除く。

その他　参加種目は１人２種目まで。

問合先　一色Ｂ＆Ｇ海洋センター（緯７３・６１８７）

競   　技   　種   　目種　　 別

２５ｍビート板キック
（ヘルパーつき）

小学生未満

２５ｍビート板キック小学１年生

２５ｍビート板キック小学２年生

２５ｍ自由形小学３年生以下

２５ｍ自由形小学４年生

２５ｍ背泳ぎ、５０ｍ自由形小学４年生以下

２５ｍ自由形、２５ｍ背泳ぎ
５０ｍ自由形

小学５年生

５０ｍ平泳ぎ小学５年生以下

２５ｍ自由形、２５ｍ背泳ぎ
５０ｍ平泳ぎ、５０ｍ自由形

小学６年生

競   　技   　種   　目種　　 別

 １ ０ ０ ｍ自由形、 １ ０ ０ ｍ平泳ぎ
 １ ０ ０ ｍ背泳ぎ、 １ ０ ０ ｍバタフライ
 ２ ０ ０ ｍ個人メドレー
 ２ ０ ０ ｍ自由形、 ２ ０ ０ ｍ平泳ぎ
 ２ ０ ０ ｍ背泳ぎ、 ２ ０ ０ ｍバタフライ
 ２ ０ ０ ｍメドレーリレー
 ２ ０ ０ ｍフリーリレー

中学生（２年生以下）

 １ ０ ０ ｍ自由形、 １ ０ ０ ｍ平泳ぎ
 １ ０ ０ ｍ背泳ぎ、 １ ０ ０ ｍバタフライ
 ２ ０ ０ ｍメドレーリレー
 ２ ０ ０ ｍフリーリレー

高校生（中学３年生を
含む）

２５ｍ自由形、５０ｍ平泳ぎ
５０ｍ自由形

一般３０歳未満

２５ｍ自由形、５０ｍ平泳ぎ
５０ｍ自由形

一般３０歳以上

　８月に予定され中止となった西尾・米津の川まつ

りを、延期開催します。川面に映る約 ２ ，０ ０ ０ 個の万

灯流しや夜空を彩る ３ ，０ ０ ０ 発の花火の見物に、ぜひ

お越しください。

日時　９月２３日掌　午後４時～８時

　※花火の打ち上げは午後７時～８時。

場所　矢作川米津橋下流

その他　悪天候などにより中止となった場合は９月

３０日掌に順延。

問合先　市観光協会（商工観光課内）

第第６４６４回回西尾・米津の川まつりを延期開催しま西尾・米津の川まつりを延期開催しますす

日時　１０月７日掌　午前１０時～午後３時

場所　三ヶ根山スカイライン山頂駐車場周辺

内容　西尾市出身のダンサー S U G I － J プロデュース

によるキッズダンス、アサギマダラマーキング大

会、バンド演奏、物産展、お楽しみ抽選会、青空

フリーマーケットなど

●アサギマダラマーキング大会

　海を渡ることで有名なチョウのアサギマダラの渡

りを調査します。事前申し込みが必要です。

定員　 １ ０ ０ 人（先着順）

参加料　無料

申込・問合先　１０月２日昇までに、住所、氏名、年

齢、電話番号を電話またはファクスで市観光協会

（胃５７・１３２１／商工観光課内）へ。

三ヶ根山秋色フェスティバ三ヶ根山秋色フェスティバルル２０１２２０１２を開催しますを開催します



　元かぐや姫の伊勢正三、『木綿のハンカチーフ』

などのヒット曲を持つ太田裕美、元ガロの大野真澄

によるコンサートを開催します。

日時　１２月１日松　午後５時開場、５時３０分開演

場所　文化会館大ホール

入場料　Ｓ席（指定席／文化会館でのみ販売します）

… ４ ，５ ０ ０ 円、Ａ席（自由席）… ４ ，０ ０ ０ 円

入場券販売開始日と販売場所

　①１０月６日松午前９時…文化会館

　　※１人５枚までの購入制限があります。

②１０月１１日昭以降…文化会館、岩瀬文庫、一色町

公民館、吉良町公民館、幡豆公民館、おしろタ

ウンシャオのインフォメーション

その他　①車いす席を利用する方は入場券購入時に

申し出てください　②就学前のお子さんは入場で

きません　③託児を希望する場合は事前に予約し

てください　④前売り券が完売した場合、当日券

は販売しません。

問合先　文化振興課庶務担当（緯５６・６６６０／岩瀬文

庫内）

なごみーずアコースティックナイト in西なごみーずアコースティックナイト in西尾尾

３ 平成２４年９月１６日号広報

「障害者虐待防止法」が１０月から施行されま「障害者虐待防止法」が１０月から施行されますす

　昨年６月に「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」（障害者虐待防止法）が

制定され、今年１０月に施行されます。この法律は、虐待によって障害者の権利や尊厳が脅かされることを防

ぎ、障害者の安定した生活や社会参加を助けていくことを目的とし、「何人も、障害者に対し、虐待をして

はならない」と規定しています。

◆障害者虐待とは　

使用者による虐待障害者福祉施設従事者等による虐待養護者による虐待

障害者を雇用している事業主など
による虐待

障害者福祉施設や障害福祉サービス
事業所の職員による虐待

障害者の身辺の世話や介護、金銭の
管理などをしている家族・親族・同
居者による虐待

◆虐待の種類

障害者の体に傷や痛みを負わせる暴行を加えること。正当な理由がなく障害者の身体を拘束す
ること

①身体的虐待

障害者にわいせつなことをすること。またはわいせつな行為をさせること②性 的 虐 待

障害者を侮辱したり拒絶したりするような言葉や態度で精神的な苦痛を与えること③心理的虐待

食事や入浴、洗濯、排せつなどの世話や介護をしない、または必要な福祉サービスや医療、教
育などを受けさせないなど、障害者の心身の状態を悪化させるまたは保持しないこと

④放棄・放任

本人の同意なしに財産や年金、賃金を使うこと。または障害者に理由なく金銭を与えないこと⑤経済的虐待

※いずれの場合も、虐待をしている側の自覚、虐待されている障害者本人の自覚は問いません。

　虐待を受けたと思われる障害者を発見した方には、市町村の担当窓口への通報が義務付けられています。

障害者が家族や施設の職員、会社の事業主などに虐待されていることに気付いた方は、ひとりで抱え込まず、

速やかに障害者虐待防止センターに通報してください。生命の危険など緊急性が高い場合は、警察（ １ １ ０ 番）

または救急（ １ １ ９ 番）へ連絡をお願いします。

◆通報の義務

障害者虐待防止センター（福祉課障害者福祉担当内）
緯５６・２１１１（１０月１日からは緯６５・２１１７）／胃５６・０１１２

障害者への虐待に関する　
相談・通報先または問合先

※休日・夜間に電話した場合、当直者が福祉課担当者に連絡し、福祉課担当者が通報者へ折り返し連絡します。


